
 

 

☆ 臨時休校中の家庭学習お世話になりました ☆     
臨時休校中、Ｍｅｅｔによる朝の会は、子どもたちと担任をつなぐ、子どもたちと学校をつなぐよい機

会でした。また、e ライブラリの活用、クラスルームを使って課題の提出などタブレットを使った学習も

充実していたようです。生活のリズムを崩さないように朝の会への参加や課題の確認等ご協力ありがとう

ございました。夏休み明けからの２週間登校準備期間として過ごしたため、１３日からの学校再開もスム

ーズに行うことができました。今後も、よろしくお願いいたします。 

 

新型コロナウィルス感染症対策もしっかりしています 
「マスク」「手洗い・消毒」「ソーシャルディスタンス」「マスクを取った時にはしゃべらない」を改めて

確認し、徹底しています。給食は前向きで黙食です。歯磨きは時間差で順番にします。口を閉じて磨く練

習をしています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 家庭学習のすすめ ～自ら学び、考える子どもを育てるために～ 
臨時休校中、子どもたちは自分で学ぶ、自分から学ぶことをしていたと思います。習慣になっていたで

しょうか。今後、新型コロナウィルスやインフルエンザ等で休校になることも考えられます。そこで、家

庭学習について考えてみたいと思います。改めて保護者の皆様にはご協力をお願いいたします。特に、中

学年までに家庭学習の習慣を身に付けておくことが、将来子どもたちが社会人として自立するための基礎

となります。家庭の協力なくしてはできません。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〖校長室だより〗                       佐野市立栃本小学校 

第 ５２号                         ２０２１．９．２７ 

 

◎登校してすぐに消毒をします ◎間を空けて水道を使います 

 

◎学年ごとに場所を決めて遊びます 

１、家庭学習のねらい 

・学校で学習した内容をより確かなものにします ・望ましい学習習慣が身に付きます 

 ・自ら学ぼうとする態度や、学習に対する自信が身に付きます ・家族がふれあう機会となります 

 ・「がまん強さ」「根気」「集中力」が身に付きます ・脳が活性化します 

２ 本校の児童の実態（４、５年とちぎっ子学習状況調査６年全国学力学習状況調査より全国や県と比較して） 

 ・宿題が自分の将来のためになると感じていない ・国語や算数が好きな子が少ない 

 ・勉強をして楽しいと思う子が少ない ・自主学習の内容を自分で決められる子が少ない 

・テレビを観たりやゲームをしたりする時間が平均より長い ・家庭学習時間が平均より短い 

３ 家庭学習を支えるもの 

 ・規則正しい生活習慣です「早寝・早起き・朝ごはん」 

 ・毎日少しずつでも運動をする  ・家族の一員として、家庭の手伝いをする 

 ・テレビを観たりゲームをしたりする時間を決める               ・・・・裏面へ 

 



 ４ 家庭学習のポイント 

 ・毎日、必ず学習する（できるだけ時間を決めて取り組む） 

 ・毎日、同じ場所で行う（自分の勉強机、居間のテーブル、食卓など） 

 ・テレビや音楽など、学習の妨げとなるものはつけない 

 ・部屋や机上の整頓、学習時の姿勢等に気を付ける 

５ ご家庭へのお願い 

 ・お子さんと、家庭学習の大切さについて機会を設けて話し合いましょう 

 ・放任でも過干渉でもなく、子どもにとって適切な声がけや見届けをしましょう 

 ◎１、２年生は、家庭学習の習慣付けをする時期です。集中力がなく気分に左右されがちです。粘り強く

学習に取り組めるようにすることが大切です。確認や答え合わせを一緒にしてください。特に担任から

出された宿題は必ずやらせてください。（連絡帳の確認）翌日の準備も一緒にしてください。 

 ◎３、４年生は、学習内容の定着を確かなものにする時期です。自主学習の初歩として、分からなかった

ことや間違えたところをもう一度やってみるような学習に取り組めるとよいです。内容の確認と答えの

確認をお願いします。宿題は必ずやらせてください。（連絡帳の確認）翌日の準備の確認をしてくださ

い。 

 ◎５、６年生は宿題や課題だけでなく自主学習や調べ学習に取り組むことで、学習の定着をさせるととも

に主体的に学習を進めることができる時期です。間違い直しをする習慣をもつことが大切です。どんな

学習をしたのか声がけをして確認をしてください。宿題は必ずやらせてください。（連絡帳の確認） 

 

 ・「やったこと」「できたこと」を認め、ほめたり励ましたりしましょう 

 ・難しい問題でも投げ出さず、最後まで取り組もうとする気持ちを育てましょう 

 ・お子さんが困っているときは、相談に乗ってあげましょう 

 ・家庭と学校が連携して成長を促しましょう 

         

（参考：栃木県家庭学習のすすめ・京都府家庭学習の手引き・秋田県家庭学習の手引き） 

 

  

 

                                          が目安です 

 

 

※ 学校からの宿題は必ずやるよう確認をお願いいたします。低学年のうちに習慣化できるようにしておき

ましょう。宿題は家でやるものです。 

※ 本校からも学年に応じた家庭学習の手引きが出されています。 

 

 

 

 

家庭学習の時間＝学年×１０分＋３０分 


